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浜 監 第 57-3 号   

令和 5年 10 月 13 日   

 

 浜松市長  中 野 祐 介  様 

 

浜松市監査委員  川 嶋 朗 夫  

浜松市監査委員  佐 藤 雅 秀  

浜松市監査委員  松 本 康 夫  

浜松市監査委員  太  田  利実保  

 

 

決算の審査意見の提出について 

 

 地方自治法第233条第2項の規定により令和4年度赤佐財産区特別会計歳入歳出決算

及び証書類その他政令で定める書類を審査したので、次のとおり意見を提出します。 
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凡      例 

 

本文及び表中の金額等の記述は、次の要領による。 
１ 本文及び表中に用いた年度は、原則として元号を省略した。 
２ 本文中に用いた金額は、原則として万円未満を切り捨てて表示した。 
３ 本文及び表中に用いた比率は百分率で、原則として、小数点第2位を四捨五入して表示した。

４ 表中に用いた金額は、原則として千円未満を切り捨てて表示した。したがって、合計と内訳

の計が一致しない場合がある。 
５ 各表の資料は、特別会計決算書又は関係部局からの提出物を基に作成した。 
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令和4年度 浜松市赤佐財産区特別会計歳入歳出決算の審査意見 

第１ 審査の基準 

この審査は、浜松市監査基準(令和2年浜松市監査委員告示第2号)に準拠して実施した。 

第２ 審査の対象 

令和4年度浜松市赤佐財産区特別会計歳入歳出決算 

  上記決算に関する証書類、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する

調書 

第３ 審査の期間 

令和5年7月3日から同年8月 18日まで 

第４ 審査の着眼点及び実施内容 

  主に以下の点を着眼点とし、検証した。 

  ・ 審査に付された決算書その他関係書類が適正に作成されているか 

  ・ 決算書類に記載された計数は正確であるか 

  ・ 歳入歳出予算は適正に執行されているか 

審査手続については、試査を基礎として行い、会計管理者が所管する諸帳簿と照合し、計数の確

認のほか、関係職員から説明を聴取し、予算の執行状況等について審査を行った。 

第５ 審査の結果 

審査に付された浜松市赤佐財産区特別会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する

調書及び財産に関する調書は法令に適合し、かつ、その計数はいずれも正確で、歳入歳出予算の執

行はおおむね適正であると認められた。 
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第６ 決算状況 
１ 決算収支 

決算収支状況 

４年度 ３年度 増 減 額 対前年度比

(A) 525 527 △ 2 99.6

(B) 393 357 35 110.1

(A)-(B) (C) 131 169 △ 38 77.5

(D) 0 0 0 －

(C)-(D) (E) 131 169 △ 38 77.5

(F) 169 201 △ 31 84.1

(E)-(F) △ 38 △ 31 △ 7 122.6

実 質 収 支

前 年 度 実 質 収 支

単 年 度 収 支

歳 出 決 算 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌 年 度 へ 繰 り 越 す
べ き 財 源

(単位　金額：千円、比率：％)

区　　　　分

歳 入 決 算 額

   

 

  歳入決算額は52万円、歳出決算額は39万円となっている。実質収支は、13万円の黒字で、 

3年度に比べて、3万円(22.5％)減少している。また、単年度収支は、3万円の赤字である。 

 

２ 決算の計数 

  令和5年 5月 31 日(出納閉鎖日)現在における歳計現金の在高は普通預金13万円で、4年度の

歳入歳出差引額と合致する。 

 

３ 歳入 

歳入の科目別内訳 

区　　　　分 ４年度 ３年度 増 減 額 対前年度比

355 326 28 108.9

財 産 運 用 収 入 355 326 28 108.9

169 201 △ 31 84.1

525 527 △ 2 99.6

繰 越 金

合 計

(単位　金額：千円、比率：％)

財 産 収 入

 

歳入は52万円で、3年度に比べて、2千円(0.4%)減少している。 
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４ 歳出 

歳出の科目別内訳 

区　　　　分 ４年度 ３年度 増 減 額 対前年度比

86 90 △ 3 95.6

議 員 報 酬 81 81 0 100.0

議 長 交 際 費 0 4 △ 4 0.0

一 般 諸 経 費 5 4 0 125.0

307 267 39 115.0

一 般 管 理 費 46 47 0 97.9

財 産 管 理 費 260 220 40 118.2

393 357 35 110.1

総 務 費

合 計

(単位　金額：千円、比率：％)

議 会 費

   

 

歳出は39万円で、3年度に比べて、3万円(10.1%)増加している。主として財産管理費4万円が

増加したことによるものである。 

 

第７ 財産管理の状況 

財産現在高 

４年度末現在高 ３年度末現在高 増 減 高

公有財産 山 林 所 有 面 積 (㎡) 848,480.00 848,480.00 0.00

基 金 現 金 2,180 1,920 260

区　　　　　分

積 立 基 金  (千円)

 

１ 公有財産 

   山林 

山林の面積は4年度末現在84万 8,480.00㎡で、3年度末と同じである。 

 

２ 基金 

赤佐財産区基金の現金は 4 年度末現在 218 万円で、3 年度末に比べて、26 万円増加している。

これは元金積立によるものである。 

 
 

 


